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咀嚼の崩壊は代謝性疾患の発症基盤－Network Medicineの視点から－

Impairment of masticatory ability would induce the metabolic syndrome.
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研究成果の概要（和文）：　Network Medicineの概念から糖尿病などの代謝性疾患治療は包括的なものとなりつつある
が，咀嚼機能の回復については認知度が低い．本研究では，咀嚼機能の低下に伴う食習慣の質的低下が，糖代謝機構の
恒常性を障害することを明らかとした．
　マウスを粉末食にて長期飼育した結果，インスリン濃度の低下，アドレナリン，コルチコステロンの上昇が認められ
，平常時血糖値の有意な上昇が認められた．加えて，行動についても粉末食飼育群とコントロール群の間に違いが認め
られた．以上の結果は食生活の崩壊と生活習慣病との関連を裏付けるもので，咀嚼機能の回復は代謝性障害の治療選択
肢に入れられるべきであることが示された．

研究成果の概要（英文）：The hyperglycemia associated with long-term powdered-food feeding may lead to 
certain systemic illness signs, such as elevations of blood glucose and hypertension in mice. Mastication 
is very important for the maintenance of systemic health, via reduction in the levels of blood glucose 
and/or stress hormones .
Chewing dysfunction was reported as a risk factor for metabolic syndrome. Our results suggest that the 
dietary habits of patients are as important as the nutritional dietary information that they receive. 
Diet therapy is critically important in the management of diabetes. Meanwhile, chewing ability is often 
neglected in the care of diabetic patients. Considering that people who are losing their teeth tends to 
prefer a soft diet, patients with chewing dysfunctions such as edentulous patients could not properly 
undergo diet therapy. With decreased chewing function, dental care, including implants, should be an 
effective choice compared with simple medication management.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 咀嚼　メタボリックシンドローム　グライセミックインデックス
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１．研究開始当初の背景 
近年，Network Medicine の概念から糖

尿病に代表される代謝性疾患の治療法が
更に包括的なものとなっている．咀嚼機
能の低下と糖尿病や肥満などの代謝性疾
患との関連は示唆されているが，咀嚼機
能と代謝性疾患を繋ぐ明らかなエビデン
スは認められない．  
また，soft food や fast food といった食

生活の崩壊と肥満や生活習慣病との関連
が示され，『食生活の悪化』は深刻な社会
問題となっている．しかしながら，その
メカニズムは不明である． 
以上のことは，代謝性疾患患者への咀

嚼機能回復が軽視されている現状と一致
しており，将来的な疾患へのチームアプ
ローチの発展を考えた場合，基盤となる
メカニズムの提示が必須である． 

 
２．研究の目的 
食後の血糖値はインスリンなどの血糖

値調節ホルモンにより適切に制御されて
いる一方で，食習慣の悪化（軟食化など）
がそれらの制御機構にどのような影響を
及ぼすかについては明らかとなっていな
い．本研究では粉末食による長期飼育が
マウスの糖代謝機構，および行動にどの
ような影響をもたらすかについて検討を
行い，食習慣が生活習慣病の発症基盤と
なることについて検証を行った． 
 
３．研究の方法 
Balb/c マウス（3週齢）に通常食（Cont

群），もしくは粉末食（Powder 群）を与
え，短期飼育（5 週齢迄）長期飼育（20
週齢迄）を行った．それらの各群につい
て，血糖値の動態，血清中のインスリン，
カテコールアミン量の測定を行った．ま
た，副腎に関して形態学的測定を行った．
以上の結果から，Powder 群における交感
神経系の亢進が疑われたため，尾動脈血
圧を測定し，行動異常（自発運動量や社
会性行動）についても検討を行った．く
わえて，2 型糖尿病治療薬リラグルチド
（200μg/kg）の腹腔内投与を行い，血糖
値の改善が Powder 群で観察された問題
を改善するかどうかについても評価を行
った． 
 
４．研究成果 
Powder群においては平常血糖値の有意

な上昇，血中インスリンレベルの低下に

加えて，血中カテコールアミン（アドレ
ナリン，ノルアドレナリン）量の上昇が
確認された．また，それらの事象と一致
した，副腎の肥大，拡張期血圧の上昇と
自発運動量の増加，社会性行動の亢進が
示された．これらの結果は，粉末食とい
った食生活の問題が糖代謝機構に影響を
及ぼし，血糖値と血圧を高め，生活習慣
病の基盤となることを類推する状況をも
たらすことを示している．また，リラグ
ルチド投与は，Powder 群の平常血糖値を
改善し（図 A），Powder 群で認められた行
動異常についても Cont 群と同程度にま
で減少させた（図 B）． 
 粉末食では摂取から消化吸収が早く，
食後血糖値の簡易な上昇と空腹時におけ
る早期の低下をもたらす．本研究の結果

図．粉末食飼育に伴う血糖値上昇（A）
と社会性行動の増加（B）．リラグルチド
投与によって Powder 群で認められた異
常が改善している（雑誌論文①より引用）． 
 
は，食生活の慢性的な悪化が内分泌系を
介して全身的な代謝機構の障害を誘導し，
日常的な血糖値，血圧の上昇を誘導する
ことを示している．くわえて，食生活に
起因した血糖値の問題は，血圧や精神状
態と関連した行動異常といったアウトカ
ムにまで影響する可能性が示された． 
糖尿病罹患と咀嚼障害との関連が示さ

れているが，本研究の結果はそれを支持

  
 



するものであり，適切な食生活を支える
咀嚼機能を支持・回復することが生活習
慣病を予防するうえで重要な環境因子と
なることを示している． 
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